[bookmark: _obxkd7344jsa]調査結果の違法利用防止誓約書（探偵）

調査依頼者（以下「甲」という。）は、探偵業者　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）に依頼した調査業務について、乙から提供される調査報告書、写真、映像、音声、記録その他の調査結果を適正に取り扱い、違法又は不当な目的に利用しないことを誓約するため、次のとおり本誓約書を作成する。

[bookmark: _m7rkc940yjnc]第1条（目的）
本誓約書は、乙が甲に提供する調査結果について、甲による利用目的、利用範囲、禁止事項、第三者への提供、個人情報の保護及び違反時の責任等を明確にし、調査結果の違法利用、不当利用及び第三者の権利侵害を防止することを目的とする。

[bookmark: _19d6wekr77y3]第2条（対象となる調査）
本誓約書の対象となる調査は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	調査契約締結日
	年　　　月　　　日

	調査案件番号
	

	調査の種類
	□ 浮気・不貞調査　□ 素行調査　□ 所在調査　□ 行方調査　□ 身元・信用調査　□ その他（　　　　　　）

	調査対象者
	

	調査目的
	

	調査期間
	年　　　月　　　日 ～ 　　　　年　　　月　　　日

	調査結果の提供方法
	□ 書面　□ 電子データ　□ 写真　□ 動画　□ 音声　□ その他（　　　　　　）

	その他特記事項
	


[bookmark: _jehyfjlctufh]第3条（調査結果の定義）
1. 本誓約書における「調査結果」とは、乙が調査業務の遂行により取得、作成又は整理し、甲に提供する情報及び資料をいう。
2. 調査結果には、次の各号に掲げるものを含む。
① 調査報告書及び調査経過記録
② 調査対象者の行動、所在、交友関係その他の調査情報
③ 写真、動画、録音データその他の記録媒体
④ 調査対象者及び関係者の氏名、住所、勤務先、連絡先その他の個人情報
⑤ 調査結果を基に作成された複製物、編集物、要約資料その他の派生資料
⑥ その他乙が甲に提供した調査に関する一切の情報
3. 調査結果の提供方法又は保存媒体の種類にかかわらず、本誓約書の規定を適用する。

[bookmark: _3bzehg4szo2o]第4条（適法な利用目的）
1. 甲は、調査結果を、乙との調査契約において明示した適法な目的の範囲内でのみ利用することを誓約する。
2. 甲は、調査結果を利用するにあたり、個人情報の保護に関する法律、ストーカー行為等の規制等に関する法律、刑法、民法その他関係法令を遵守する。
3. 甲は、調査結果を、正当な権利の行使、法的手続、事実確認、紛争解決その他社会通念上相当と認められる目的のために利用するものとする。
4. 調査結果の利用目的を変更する場合、甲は、事前に乙へ変更内容を通知するものとする。ただし、乙による確認又は承諾があった場合であっても、当該利用の適法性が保証されるものではない。
5. 甲は、調査結果の利用が第三者の権利利益を不当に侵害するおそれがある場合、当該利用を行わないものとする。

[bookmark: _h99p07mjesa2]第5条（違法利用の禁止）
1. 甲は、調査結果を次の各号に掲げる行為に利用しないことを誓約する。
① 調査対象者又は関係者に対する脅迫、恐喝、強要その他の犯罪行為
② ストーカー行為、つきまとい、待ち伏せ、執拗な連絡その他の迷惑行為
③ 配偶者、交際相手、元交際相手その他の者に対する不当な監視、支配又は嫌がらせ
④ 調査対象者の名誉、信用又は社会的評価を不当に害する行為
⑤ 調査結果を利用した金銭、財産その他の利益の不当な要求
⑥ 調査対象者又は関係者の住所、勤務先、連絡先等を悪用した接触、訪問又は追跡
⑦ インターネット、SNS、掲示板その他の媒体を利用した違法な個人情報の公開又は拡散
⑧ 差別的取扱いその他個人の権利利益を不当に侵害する行為
⑨ 調査結果の改ざん、捏造又は虚偽の説明による第三者の欺罔
⑩ その他法令又は公序良俗に反する行為
2. 甲は、自ら違法利用を行わないだけでなく、第三者を利用して前項の行為を行わせないものとする。
3. 甲は、調査結果を利用することにより違法行為が発生する可能性を認識した場合、直ちに当該利用を中止するものとする。

[bookmark: _srjq0q5rgguv]第6条（犯罪行為及び不当行為への利用防止）
1. 甲は、調査結果を犯罪行為の計画、準備、実行又は犯罪行為の隠蔽のために使用しない。
2. 甲は、調査対象者の弱み、秘密、私生活上の事情その他の情報を利用して、不当な要求又は心理的圧迫を行わない。
3. 甲は、調査結果を利用して、調査対象者又はその家族、勤務先、取引先その他の関係者に不当な不利益を与えない。
4. 甲は、調査結果を利用して、他人の住居、事務所その他の管理区域に無断で立ち入る行為、不正アクセスその他の違法行為を行わない。
5. 甲は、調査結果の取得が適法である場合であっても、その後の利用方法によって違法行為が成立し得ることを理解し、適正な利用に努めるものとする。

[bookmark: _8n32mgi0opvt]第7条（ストーカー行為等への利用禁止）
1. 甲は、調査結果を利用して、調査対象者又は関係者に対するストーカー行為その他法令に違反するつきまとい等を行わない。
2. 甲は、調査結果に含まれる住所、勤務先、通勤経路、立寄先、生活時間帯その他の情報を、調査対象者への不当な接触又は監視のために使用しない。
3. 甲は、調査対象者が接触を拒否している場合、調査結果を利用して接触を強要しない。
4. 甲は、第三者に調査結果を提供し、前各項に定める行為を依頼し、又は助長しない。

[bookmark: _wnhjfw2aqrd2]第8条（差別的取扱いへの利用禁止）
1. 甲は、調査結果を利用して、調査対象者又は関係者に対する違法又は不当な差別的取扱いを行わない。
2. 甲は、人種、民族、国籍、信条、宗教、社会的身分、門地、障害その他の個人の属性に関する情報を、不当な差別又は権利侵害の目的で利用しない。
3. 甲は、雇用、採用、取引、婚姻その他の判断に調査結果を利用する場合、関係法令及び個人の権利利益に十分配慮するものとする。
4. 甲は、調査結果に含まれる情報を利用して、本人又は関係者の社会生活に不当な不利益を与えない。

[bookmark: _hc1uj93rfg5u]第9条（個人情報及びプライバシーの保護）
1. 甲は、調査結果に個人情報又はプライバシーに関する情報が含まれる場合、これらを適切に管理し、正当な理由なく第三者へ開示しない。
2. 甲は、調査結果を利用するにあたり、個人情報保護法その他適用される法令を遵守する。
3. 甲は、調査結果に含まれる情報について、利用目的に照らして必要な範囲を超える複製、加工、保存又は共有を行わない。
4. 甲は、調査対象者又は関係者の私生活上の秘密を不当に公開しない。
5. 甲は、調査結果の紛失、盗難、漏えい又は不正利用を防止するため、合理的な安全管理措置を講じるものとする。

[bookmark: _5jb2s8xj20sb]第10条（第三者への提供及び開示制限）
1. 甲は、調査結果を第三者に提供する場合、当該提供の必要性、目的、提供範囲及び適法性を確認するものとする。
2. 甲は、次の各号に掲げる場合、法令上許容される範囲で調査結果を提供することができる。
① 弁護士その他の専門家に法的相談又は紛争解決を依頼する場合
② 裁判所、捜査機関その他の公的機関に対して適法な手続に従い提出する場合
③ 法令に基づき開示又は提出が必要となる場合
④ その他正当な目的があり、適用法令に従って提供する場合
3. 甲は、調査結果を第三者へ提供する場合、必要な範囲に限定し、不必要な個人情報を除外するよう努める。
4. 甲は、調査結果の提供先に対し、当該情報の適正な取扱い及び違法利用の禁止を求めるものとする。
5. 甲は、第三者への提供が違法又は不当な利用につながるおそれがある場合、当該提供を行わない。

[bookmark: _boamq39drqpu]第11条（インターネット及びSNSでの公開禁止）
1. 甲は、調査結果に含まれる写真、動画、音声、個人情報その他の資料を、正当な権限又は法的根拠なく、インターネット上に公開しない。
2. 甲は、SNS、動画共有サイト、ブログ、掲示板、口コミサイトその他の媒体を利用して、調査対象者又は関係者を誹謗中傷し、又は不当に晒す行為を行わない。
3. 甲は、調査結果の一部を編集又は加工し、事実と異なる印象を与える方法で公開しない。
4. 甲は、調査結果を第三者が容易に閲覧又は取得できる状態に置く場合、あらかじめ当該行為の適法性及び必要性を確認するものとする。
5. 甲は、調査結果を公開したことにより第三者の権利利益を侵害した場合、自己の行為について法令に従い責任を負う。

[bookmark: _3jj72heio0wg]第12条（調査結果の正確性及び利用上の注意）
1. 甲は、調査結果が調査実施時点において乙が確認又は取得した情報を基に作成されるものであり、その後の事情の変化により内容が現状と異なる場合があることを理解する。
2. 甲は、調査結果に推測、参考情報又は確認未了の事項が含まれる場合、それらを確定した事実として取り扱わない。
3. 甲は、調査結果を裁判その他の法的手続に使用する場合、その証拠能力、証明力及び提出方法について、必要に応じて弁護士その他の専門家へ確認する。
4. 甲は、調査結果の一部のみを抜粋し、文脈を無視した説明又は誤解を招く利用を行わない。
5. 本条は、乙が調査契約又は法令に基づき負う調査業務の適正な遂行義務その他の責任を免除するものではない。

[bookmark: _63y8d1d1ilpa]第13条（調査結果の保管及び管理）
1. 甲は、調査結果を第三者が不当に閲覧、取得又は利用できない方法で保管する。
2. 電子データについては、必要に応じてパスワード設定、アクセス権限の制限、暗号化その他合理的な安全管理措置を講じる。
3. 紙媒体については、施錠可能な場所での保管その他適切な管理を行うよう努める。
4. 甲は、調査結果を利用する必要がなくなった場合、法令上の保存義務、証拠保全の必要性その他正当な事情を考慮したうえで、適切に廃棄又は削除する。
5. 甲は、調査結果の紛失、漏えい又は不正利用が判明した場合、被害の拡大を防止するため必要な措置を講じるものとする。

[bookmark: _dneohy4roqzk]第14条（調査結果の複製及び加工）
1. 甲は、調査結果を適法な利用目的の達成に必要な範囲で複製又は加工することができる。ただし、調査契約その他の合意により制限される場合は、その定めに従う。
2. 甲は、調査結果の複製又は加工に際して、内容を不当に改変し、又は虚偽の事実を作出しない。
3. 甲は、写真、動画、音声その他の資料について、証拠としての真正性を損なうおそれがある編集を行う場合、原本又は元データを適切に保存するよう努める。
4. 甲は、調査結果に含まれる著作物その他第三者の権利の対象となる資料について、関係法令及び権利者の権利を尊重するものとする。

[bookmark: _tg8o1thb24bk]第15条（違法利用のおそれが判明した場合の対応）
1. 甲は、調査結果の利用が法令違反又は第三者の権利侵害に該当するおそれがあることを認識した場合、当該利用を直ちに中止する。
2. 甲は、調査結果が第三者によって違法利用されていることを認識した場合、自己が管理又は関与できる範囲で、被害拡大の防止に必要な措置を講じる。
3. 甲は、調査結果の漏えい又は不正利用が乙の管理する情報にも影響するおそれがある場合、合理的に可能な範囲で速やかに乙へ通知する。
4. 甲は、違法利用の疑いが生じた場合、必要に応じて弁護士、警察その他の関係機関へ相談するものとする。
[bookmark: _rcohxmger3ma]第16条（乙による違法利用防止措置）
1. 乙は、甲による調査結果の違法利用が疑われる合理的な事情を把握した場合、甲に対し、利用目的及び利用状況について必要な範囲で確認を求めることができる。
2. 乙は、甲による違法利用の具体的なおそれが認められる場合、法令及び調査契約に従い、調査結果の提供の停止、調査契約の解除その他必要な措置を講じることができる。
3. 乙は、探偵業の業務の適正化に関する法律その他関係法令に基づき、調査結果が犯罪行為、違法な差別的取扱いその他の違法行為に利用されることを知ったときは、当該探偵業務を行わないものとする。
4. 本誓約書の提出は、乙が法令に基づき負う確認義務、説明義務その他の義務を免除するものではない。
5. 乙は、違法利用防止のために取得した甲の情報についても、関係法令に従い適切に取り扱うものとする。
[bookmark: _4nkgjpc5u7fr]第17条（誓約違反時の責任）
1. 甲は、本誓約書に違反し、乙又は第三者に損害を与えた場合、自己の責めに帰すべき範囲で、法令に従い損害賠償その他の責任を負う。
2. 甲は、調査結果を違法に利用したことにより、刑事上、民事上又は行政上の責任を問われる可能性があることを理解する。
3. 甲の違法利用に起因して乙に損害が生じた場合、甲は、自己の責めに帰すべき事由によって生じた損害について、法令に従い賠償するものとする。
4. 本条は、乙自身の故意又は過失その他乙の責めに帰すべき事由によって生じた損害について、乙の責任を免除するものではない。

[bookmark: _htog9a4mjigr]第18条（調査契約との関係）
1. 本誓約書は、甲乙間で締結された調査契約に付随し、調査結果の適正利用及び違法利用防止に関する事項を定めるものとする。
2. 本誓約書と調査契約の内容に相違がある場合、調査結果の違法利用防止に関しては、法令に反しない範囲で本誓約書を適用する。ただし、甲乙間で別途明示的な合意がある場合は、その合意内容を確認するものとする。
3. 本誓約書は、調査結果の違法利用を禁止するものであり、甲が法令に基づき有する正当な権利の行使を不当に制限するものではない。
4. 本誓約書は、乙による違法な調査方法、違法な情報取得その他の行為を正当化するものではない。

[bookmark: _2kotaoqczbqu]第19条（誓約事項の確認）
甲は、本誓約書の内容を理解し、次の事項について誓約する。
□ 調査結果を犯罪行為又は違法行為に利用しません。
□ 調査結果をストーカー行為、つきまとい、嫌がらせ等に利用しません。
□ 調査結果を違法な差別的取扱いその他の権利侵害に利用しません。
□ 調査結果を脅迫、恐喝、強要又は不当な要求に利用しません。
□ 調査結果に含まれる個人情報及びプライバシーを適切に保護します。
□ 調査結果を正当な理由なく第三者へ提供又は公開しません。
□ 調査結果をSNS等で違法又は不当に公開しません。
□ 調査結果を改ざんし、又は虚偽の情報として利用しません。
□ 調査結果の管理及び廃棄について適切な措置を講じます。
□ 本誓約書に違反した場合、法令に従い必要な責任を負います。

[bookmark: _go4vf27096fr]第20条（誓約の効力）
1. 本誓約書は、甲が署名又は記名押印した日から効力を生じるものとする。
2. 本誓約書に定める違法利用の禁止、個人情報及びプライバシーの保護その他調査結果の適正な取扱いに関する義務は、調査契約の終了後も、当該義務の性質及び関係法令に照らして必要な範囲で存続する。
3. 本誓約書の一部が法令により無効又は執行不能と判断された場合であっても、その他の規定は、当該判断の影響を受けない範囲で引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _x2ic8yyzyta]第21条（協議事項及び紛争解決）
1. 本誓約書に定めのない事項又は本誓約書の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は、関係法令及び信義誠実の原則に従い、誠意をもって協議する。
2. 本誓約書に関して紛争が生じた場合、甲乙は、まず協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決できない場合は、法令上認められる範囲で、別途締結した調査契約に定める管轄裁判所を第一審の合意管轄裁判所とする。

[bookmark: _jsnute1boxr]署名欄
甲は、本誓約書の全条項について説明を受け、その内容を理解したうえで、調査結果を違法又は不当な目的に利用しないことを誓約する。
本誓約書を作成し、甲が署名又は記名押印のうえ乙に提出し、乙はこれを保管する。電子的方法により作成する場合は、甲の誓約の意思及び記録の真正性を確認できる方法によるものとする。

誓約日： 　　　　年　　　月　　　日
[bookmark: _xjxrr0yjanvy]
[bookmark: _u9wtzwv6ag7x]甲（調査依頼者・誓約者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日：　　　　年　　　月　　　日

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _gv5p0g9rmbju]
[bookmark: _nc9kay7edc9d]乙（探偵業者・受領者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

商号又は名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

探偵業届出証明書番号又は届出番号：　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者名：

